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２０１８年（平成３０年）６月１５日 第81号

月待の滝（大子町川山） （大子町提供）
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新
年
度
を
迎
え
て

本
年
は
例
年
よ
り
春
の
訪
れ
が
早
く
、

す
で
に
野
山
の
緑
も
初
夏
を
思
わ
せ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
県
民
児

協
の
運
営
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
し
い
年
度
を
迎
え
早
３
カ

月
が
過
ぎ
、
各
単
位
民
児
協
で
は
年
間

計
画
の
実
績
向
上
に
向
け
て
地
域
に
対

す
る
福
祉
活
動
が
進
行
さ
れ
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
「
民
生

委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
・
児
童
委

員
制
度
創
設
７０
周
年
」
の
記
念
催
し
が

全
国
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
大

阪
府
知
事
、
林
市
蔵
氏
が
提
唱
し
た

「
方
面
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
」

を
迎
え
ま
す
。
茨
城
県
で
は
、
昨
年
の

１２
月
４
日
よ
り
１２
日
ま
で
県
庁
行
政
棟

２
階
に
お
い
て
「
１
０
０
周
年
記
念
ポ

ス
タ
ー
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
、
さ
ら

に
県
内
数
カ
所
で
同
様
の
パ
ネ
ル
展
を

実
施
し
、
多
く
の
方
々
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
の
歴
史
を
理
解
頂
け
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
近
年
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
高
齢
者
支
援
と
少
子
化
に
よ
る

児
童
対
策
が
重
要
課
題
と
し
て
国
や
県
、

市
町
村
が
一
丸
と
な
り
対
応
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
折
、
私
た

ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
昨
年
、
全

国
民
児
連
が
刊
行
し
、
委
員
皆
さ
ん
の

手
元
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
「
民
生
委
員

制
度
１
０
０
周
年
活
動
強
化
方
策
」（
人

び
と
の
笑
顔
、
安
全
、
安
心
の
た
め
に
）

を
基
本
に
今
後
の
民
児
協
定
例
会
や
研

修
会
の
議
題
テ
ー
マ
と
し
て
討
議
し
、

地
域
の
支
援
者
に
喜
ば
れ
る
よ
う
に

人
々
に
信
頼
と
喜
び
の
苗
を
育
む
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
な
ら
れ
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

茨
城
県
保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長

関

清
一

初
夏
の
候
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
県
に
お
い
て
は
、
大
井
川
知
事

の
も
と
、「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本

一
幸
せ
な
県
」
の
実
現
を
基
本
理
念
と
す

る
新
た
な
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
医

療
、
福
祉
、
治
安
、
防
災
な
ど
県
民
の
命

を
守
る
基
盤
を
築
く「
新
し
い
安
心
安
全
」

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
際
し
ま
し
て
は
、

関
係
機
関
や
団
体
と
の
密
接
な
連
携
の
も

と
、
住
民
に
寄
り
添
っ
て
地
域
課
題
を
解

決
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

を
推
進
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆

様
方
か
ら
の
御
支
援
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
に
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
担
い

手
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
御
尽
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

茨
城
県
保
健
福
祉
部
福
祉
指
導
課
長

柴

義
則

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
地
域
に
お
け
る
様
々
な
住
民
相

談
や
援
助
活
動
等
を
通
じ
て
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
少
子

高
齢
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な

ど
、
住
民
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る

な
か
、
高
齢
者
へ
の
詐
欺
事
件
、
孤
独
死
、

老
老
介
護
、
児
童
虐
待
な
ど
、
生
活
課
題

が
ま
す
ま
す
複
雑
・
多
様
化
し
て
お
り
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
へ
の
期
待

は
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な

り
手
の
確
保
が
困
難
な
地
域
も
あ
り
ま
す

が
、
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
の
周
知
・
支
援
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
理
解
・
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

〜「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が

日
本
一
幸
せ
な
県
」

を
目
指
し
て
〜

〜
さ
ら
な
る
地
域
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
〜

�

県
民
児
協
会
長

竹

内

昌

信
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全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

「
第
２７
回
全
国
民
生
委
員
大
学
」に
参
加
し
て

平
成
３０
年
２
月
１４
日
〜
１６
日
の
３

日
間
、神
奈
川
県
葉
山
町
の「
ロ
フ
ォ

ス
湘
南
」
に
お
い
て
、
全
国
か
ら

１
１
５
名
の
参
加
の
も
と
、
指
導
者

研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
県
か

ら
は
、
中
野
篤
理
事
と
宇
佐
美
が
参

加
し
ま
し
た
。

研
修
の
冒
頭
に
は
、
記
録
的
な
豪

雪
の
中
を
富
山
県
か
ら
駆
け
付
け
た

得
能
金
市
全
民
児
連
会
長
の
「
次
の

１
０
０
年
に
向
け
て
、
日
本
の
社
会

福
祉
の
屋
台
骨
に
な
る
べ
く
、
や
り

が
い
と
誇
り
を
胸
に
研
修
と
活
動
を

進
め
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

初
日
の
研
修
は
、「『
我
が
事
・
丸

ご
と
』
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
と
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
」
と
題
し
て
、
厚
生
労

働
省
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課
の

後
藤
真
一
郎
氏
よ
り
行
政
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
新
た
な
時
代
に
対
応
し

た
地
域
の
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構

築
が
重
要
と
の
旨
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

続
い
て
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

民
生
部
長
池
上
実
氏
の
「
こ
れ
か
ら

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
向

け
て
」
と
題
し
た
基
調
報
告
や
、
人

権
課
題
と
な
っ
て
い
る
障
害
者
差
別

解
消
法
の
理
解
や
同
和
問
題
な
ど
に

関
す
る
講
義
や
ビ
デ
オ
視
聴
が
あ
り

ま
し
た
。

２
日
目
と
３
日
目
は
、
５
〜
６
人

ず
つ
の
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
学
事
顧

問
・
教
授
市
川
一
宏
氏
に
よ
り
「
安

定
的
・
継
続
的
な
民
児
協
活
動
を
支

え
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々

な
課
題
が
提
起
さ
れ
、
講
義
、
話
し

合
い
、
発
表
の
形
で
研
修
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

３
日
間
の
研
修
は
、
い
ず
れ
も
内

容
が
濃
く
、
全
国
の
民
生
委
員
の
仲

間
と
の
情
報
交
換
も
活
発
に
で
き
る

な
ど
、
意
義
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て

去
る
１
月
２４
日
・
２５
日
の
両
日
、

新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
開
催

さ
れ
、
杉
下
赫
子
評
議
員（
水
戸
市
）

と
共
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

松
下
明
全
民
児
連
副
会
長
は
挨
拶

の
中
で
今
年
は
創
設
７０
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
、
活
動
強
化
推
進
方
策

２
０
１
７
を
策
定
し
た
。
新
た
な
方

針
に
向
け
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

る
。
地
域
の
子
育
て
の
応
援
団
等
に

な
り
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
旨
、
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
講
話
と
し
て
は
「
児
童
福
祉

の
動
向
と
児
童
委
員
活
動
」
と
題
し
、

厚
労
省
子
ど
も
家
庭
局
子
育
て
支
援

課
長

川
鍋
慎
一
氏
よ
り
民
生
委
員

法
（
児
童
福
祉
法
第
１６
条
に
よ
り
児

童
委
員
を
兼
務
）、
委
員
の
役
割
、

児
童
虐
待
、
各
市
町
村
に
お
け
る
支

援
施
策
等
多
岐
に
わ
た
り
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
「
制
度
創
設
７０
周
年
を
迎

え
た
児
童
委
員
活
動
へ
の
役
割
」
と

称
し
て
明
治
学
院
大
学
学
長
の
松
原

康
雄
氏
よ
り
全
て
の
活
動
は
地
域
と

の
協
働
と
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
民
児
協
内
部
の
連
携
が
大

切
で
あ
る
と
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、

３
名
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

交
流
会
は
円
卓
を
囲
み
、
夕
食
を

兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
席
の

方
々
と
談
笑
し
、
有
意
義
で
し
た
。

翌
日
、
分
科
会
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
研
鑚
し
ま

し
た
。

私
は
第
２
分
科
会
「
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
育
ち
を
支
え
る
た
め

に
」
に
参
加
し
、
杉
下
赫
子
評
議
員

は
第
４
分
科
会
「
低
所
得
者
世
帯
の

子
ど
も
を
支
え
る
た
め
に
は
」
で
発

表
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

「
井
の
中
の
蛙
大
海
を
知
ら
ず
」

に
な
ら
ぬ
よ
う
本
物
を
見
聞
し
素
養

を
高
め
ら
れ
た
事
は
大
変
有
意
義
な

協
議
会
で
し
た
。

�

緑

川

昭

廣

県
民
児
協
評
議
員

県
民
児
協
理
事

宇
佐
美

�
郎
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平平成成３３００年年度度 県県民民児児協協事事業業計計画画書書・・収収支支予予算算書書

１ 運営方針
今日、個人や世帯を取り巻く環境が大きく変化し、地

域においては人と人とのつながりが希薄するなか、社会
的孤立、貧困、虐待、ひきこもり等住民の抱える課題は
複雑・多様化し、地域においてはさまざまな支援を必要
とする人が増加しています。
さらに、自然災害が相次いでおり、地域における住民

同士の支え合いの仕組みづくりが重要性を増すなかに
あって、民生委員・児童委員への期待は一層大きなもの
となっています。
こうした中、昨年、民生委員制度創設１００周年及び児

童委員制度創設７０周年を迎えたことを機に、新たな活動
スローガン「支え合う 住みよい社会 地域から」並び
に、長期的視点から基本的方針を取りまとめた「民生委
員制度創設１００周年活動強化方策」及び「児童委員制度
創設７０周年 全国児童委員活動強化推進方策２０１７」が定
められました。
今年度はこうした動きを受けて、次なる１００年に向け

て本格的に取組みを始める大切な１年です。
私たち民生委員・児童委員は、その力を合わせ、誰も

が笑顔で、安全に、安心して暮らせる社会づくりへの取
り組みを進めて行くことが期待されています。全民児連
との連携・協働を通じ、日常的な見守り活動等を通して、
これからも地域に密着した活動を進め、地域福祉の向上
に貢献していきます。

２ 重点目標
� 地域の実情を把握し、支援を必要とするあらゆる
人びとが孤立することがないよう訪問や見守り、相
談活動の推進

� 虐待やいじめ、体罰、犯罪被害、貧困の連鎖など
から子どもたちを守り、健やかな成長を支えるため
の取り組みの推進

� 住民の多様な生活課題に対応するため、地域の幅
広い関係者との連携とともに、住民同士のつながり
を強め、支え合い、助けあうことができるまちづく
りの推進
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県 民 児 協

・民児協いばらき８１号編集委員会
・正副会長及び総務委員合同会議
・主任児童委員連絡会委員長会議

・監事会 ・理事会
・民児協いばらき８１号編集委員会
・児童福祉部会
・主任児童委員連絡会委員長会議
・評議員会
・評議員会

・互助事業運営委員会
・民児協いばらき８１号編集委員会
・民児協いばらき８１号発行（１５日）
・市町村民生委員児童委員協議会長・副会
長合同研究協議会
県北・県央・鹿行地域（２１～２２日大洗町）

・市町村民生委員児童委員協議会長・副会
長合同研究協議会
県南・県西地域（５～６日 大洗町）
・主任児童委員連絡会委員長会議
・主任児童委員研修会（２７日 水戸市）

・全体研修会
（３１日 茨城県立県民文化センター）

・互助事業運営委員会
・市町村民生委員児童委員教室
県北・県央・鹿行地域（２０～２１日大洗町）

・理事会

・市町村民生委員児童委員教室
県南・県西地域（４～５日 大洗町）
・民児協いばらき８２号編集委員会
・第３７回茨城県民生委員児童委員大会

（２６日 茨城県立県民文化センター）

・民児協いばらき８２号編集委員会
・主任児童委員連絡会委員長会議

・民児協いばらき８２号編集委員会
・互助事業運営委員会
・正副会長及び総務委員合同会議

・民児協いばらき８２号発行（１５日）

・正副会長及び総務委員合同会議

・互助事業運営委員会
・理事会
・評議員会

事項
月

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

３月に開催された平成３０年度第４回理事会（１２日）及び第２回評議
員会（２９日）において、平成３０年度の事業計画と収支予算書が承認さ
れました。

�

民生委員活動
推進事業費
１，６０８，０００円（２．７％）

民生委員活動
推進事業費
３４，９３３，８００円
（６３．８％）

互助事業費
１２，２０１，０００円
（２０．３％）

【経常収益】

【経常費用】

経常収益
６０，０９６，０００円

経常費用
５４，７８１，０００円

法人会計
４６，２８７，０００円
（７７．０％）

法人会計
９，６２１，８００円
（１７．５％）

互助事業費
１０，２２５，４００円
（１８．７％）

第８１号 ２０１８年（平成３０年）６月１５日民児協いばらき



平平成成２２９９年年度度 事事業業報報告告書書・・収収支支決決算算書書（（計計算算書書類類等等））

事業報告
１ 協議会の運営
○理事会（４回）
○監事会（１回）
○評議員会（２回）
○正副会長会議（８回）
○部会、専門委員会
・総務委員会（４回）
・編集委員会（８回）
・児童福祉部会（１回）
・主任児童委員連絡委員長会議（４回）

２ 研究協議会等の開催
○市町村民生委員児童委員協議会会長・
副会長研修（２会場）

○市町村民生委員児童委員教室（２会場）
○民生委員・児童委員全体研修会（１会場）
○主任児童委員研修会（１会場）

３ 全国会議等への参加
○全国民生委員指導者研修会
○全国民生委員・児童委員リーダー研修会
○全国主任児童委員研修会
○全国児童委員研究協議会

○民生委員・児童委員のための相談技法研修会
○第８６回民生委員制度創設１００周年記念
全国民生委員児童委員大会
○関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会
○都道府県・指定都市民生委員児童委員事務局会議

４ 市町村民生委員活動の推進
○指定民児協
・常陸太田市里美地区民生委員児童委員協議会
・ひたちなか市田彦地区民生委員児童委員協議会
・結城市民生委員児童委員協議会
・美浦村民生委員児童委員協議会

５ 茨城県民生委員児童委員大会
○第３６回茨城県民生委員児童委員大会（１会場）

６ その他の主な事業
○「民生委員児童委員の日活動強化週間」の取り組
み強化（５月１２日～１８日）
○情報の提供
・民児協いばらきの発行（２回）
○互助事業の実施
・全国民生委員児童委員互助事業及び県互助事業
の実施
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５月に開催された平成３０年度第１回理事会（１１日）及び第１回評議員会（２９日）において、平成２９年度の事業報告書及び収支決算
書（計算書類等）が承認されました。

�

民生委員活動
推進事業費
３２，４２７，０７０円
（４３．９％）

【経常費用】

経常費用
７３，８５４，０４７円

互助事業費
９，２３３，４９９円
（１２．５％）

法人会計
３２，１９３，４７８円
（４３．６％）

民生委員活動
推進事業費
１，６０８，０００円（１．９％）

互助事業費
１２，２００，２８６円
（１４．８％）

【経常収益】

法人会計
６８，９０６，０９８円
（８３．３％）

経常収益
８２，７１４，３８４円

２０１８年（平成３０年）６月１５日 第８１号民児協いばらき



地 区 民 児 協 だ よ り地 区 民 児 協協 だだ よよ りり
東
海
村
は
人
口
約
３
万
８
千
人
、
高
齢
化
率
２４
・
２
％
の
地
域
で
す
。
一
つ

の
単
位
民
児
協
で
構
成
さ
れ
、
６５
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
３
名
）
で
日
々
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、
対
象
者
へ
の
訪
問
・
相
談
活
動
の
ほ
か
、
行
政
等
関
係

機
関
へ
の
連
絡
・
通
報
・
情
報
提
供
、
定
例
会
や
研
修
会
へ
の
出
席
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
高
齢
者

状
況
調
査
」
で
は
、
高
齢
者
の
実
態
把
握
を
行
い
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
活
動
に
お

け
る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
、
災
害
や
行
方
不
明
等
の
緊
急
時
に
関
係
機
関

と
迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
は
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
に
当
た
り
、
全
国
に
先

駆
け
て
『
支
え
よ
う
・
心
で
結
ぶ
・
地
域
の
輪
』
を
民
児
協
独
自
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
掲
げ
、
活
動
の
方
向
性
や
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
地

域
の
つ
な
が
り
、
地
域
の
力
を
高
め
る
た
め
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
民
児
協
で
は
女
性
部
「
こ
も
れ
び
」
が
あ
り
、
女
性
の
特
性
を
活

か
し
た
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
病
院
で
の
衣
服
や
身
の
回
り
の
品
の
製

作
・
補
修
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
あ
る

い
は
障
が
い
者
施
設
で
の
月
一
回
の
調
理
実
習

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
さ
ら
に
地
域
の

良
き
相
談
相
手
と
し
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、

研
修
や
融
和
を
深
め
る
良
い
機
会
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
口
２３
万
人
の
つ
く
ば
市
は
、
桜
、
谷
田
部
、
大
穂
、
豊
里
、
筑
波
、
茎
崎

と
６
地
区
に
お
い
て
活
動
し
て
お
り
、
茎
崎
地
区
は
４２
名
（
う
ち
主
任
児
童
委

員
２
名
）
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
く
ば
市
の
高
齢
化
率
は
１９
・
０
％
と
県
の
平
均
を
下
回
り
県
内
で
最
も
低

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
茎
崎
地
区
で
は
３６
・
１
％
で
あ
り
、
市
内
で
最
も
高

い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
先
の
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏

ま
え
、
私
達
民
児
協
で
も
災
害
時
の
対
策
を
何
か
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
思
い
か
ら
、
茎
崎
地
区
で
は
災
害
時
に
備
え
た
体
制
を
作
り
ま
し
た
。

特
に
支
援
を
要
す
る
「
一
人
暮
し
高
齢
者
」
や
「
高
齢
者
世
帯
」、「
障
害
者
世

帯
」
に
対
し
て
、
安
否
確
認
と
迅
速
な
対
応
を
取
る
た
め
に
徒
歩
で
の
行
動
を

基
本
と
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
自
転
車
で
の
活
動
も
想
定
し
て
担
当
者
を
決
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
を
速
や
か
に
関
係
機
関
に
連
絡
で
き
る
よ
う
、
茎
崎
地
区
を
１

班
か
ら
７
班
ま
で
の
「
班
」
に
編
成
し
、「
災
害
時
に
備
え
た
体
制
」
を
確
立

し
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
活
動
と
し
て
は
、
災
害
時
に
い
つ

で
も
避
難
で
き
る
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、
神

社
や
お
寺
、
介
護
施
設
等
の
現
地
視
察
を
し
て

現
場
の
方
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
り
、
消
防

署
員
を
招
い
た
救
急
救
命
講
習
、
学
校
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
防
災
会
議
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
班
が
そ
れ
ぞ
れ

防
災
関
係
の
研
修
を
行
い
、
結
果
を
定
例
会
で

発
表
し
て
委
員
全
員
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

東東海海村村

東
海
村
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

東
海
村
民
児
協
会
長

井
坂

幸
子

つつくくばば市市

つ
く
ば
市
茎
崎
地
区
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

前
つ
く
ば
市
茎
崎
地
区
民
児
協
会
長

関
口

光
治
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地 区 民 児 協 だ よ り地地 区区 民民 児児 協 だ よ り
利
根
町
は
茨
城
県
の
南
に
位
置
し
、
利
根
川
に
寄
り
添
っ
て
い
る
小
さ
な
町

で
す
。

人
口
は
１
万
６
千
人
と
減
少
の
歯
止
め
が
き
か
ず
、
高
齢
化
率
は
４１
％
と
本

県
で
二
番
目
に
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
私
た
ち
民
児
協
は
４２
名
（
う
ち
主

任
児
童
委
員
２
名
）
の
委
員
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、「
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
」
の
節
目
に
あ
た
り
、
全
委

員
の
協
力
の
も
と
、
民
生
委
員
制
度
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
町
の
社
協
ま
つ
り

や
地
場
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
人
々
と
ふ
れ
合
う
た
め
に
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
り
、
民
生
委
員
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
活
動
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
５
月
１２
日
が
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
５
月
の
一
ヶ
月
間
を
「
活

動
強
化
月
間
」
と
し
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
一
斉
訪
問
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
台
帳
」
を
も
と
に
、
見
守
り
、
聞
き
取
り
、

ふ
れ
合
い
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
聞
き
取
り
の
結
果
、
台
帳
を
作
成
し
て

か
ら
年
数
が
経
過
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
記
載
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
、
い
っ
そ
う
高
齢
化

社
会
が
進
む
中
で
、
私
た
ち

は
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

生
き
、
寄
り
添
い
、
見
守
り
、

支
え
る
活
動
を
行
い
、「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
て
１
０
１
年
を
歩
ん
で

い
き
ま
す
。

私
た
ち
下
妻
市
民
児
協
は
、
８２
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
４
名
）
の
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
区
代
表
等
で
組
織
さ
れ
た
運
営
委
員
会
で

の
協
議
の
も
と
に
、
定
例
会
を
は
じ
め
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
・
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
二
つ
の
活
動
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①

３
月
定
例
会
時
の
事
例
研
修
で
す
。
こ
れ
は
、
日
頃
の
活
動
の
中
で
経

験
し
た
、
困
難
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
発
表
を
も
と
に
研
修
す
る
も
の
で
、
災

害
時
の
要
支
援
者
の
避
難
行
動
へ
の
支
援
・
孤
独
死
に
直
面
し
た
時
の
対
応
な

ど
、
具
体
的
な
実
際
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
各
委
員
に
と
っ
て
は
大

変
貴
重
な
研
修
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②

委
員
活
動
強
化
週
間
の
取
組
で
す
。
以
前
、
地
域
住
民
を
対
象
に
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
認
知
度
に
関
わ
る
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
約
半
数

が
、
地
区
の
民
生
委
員
を
知
ら
な
い
と
い
う
残
念
な
結
果
で
し
た
。
そ
れ
を
踏

ま
え
、
昨
年
度
は
、
区
長
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
動
の
紹

介
と
委
員
全
員
の
名
簿
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
全
世
帯
に
配
付
す
る
活
動
に
取

り
組
み
、
更
に
、
今
年
度
は
、
委
員
全

員
が
、
市
内
の
大
型
店
舗
等
で
、
活
動

Ｐ
Ｒ
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
下
妻
市
民
児
協
と
し

て
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る

こ
と
の
周
知
に
努
め
、
区
長
会
等
、
関

係
諸
機
関
と
も
情
報
を
共
有
し
、
緊
密

に
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
寄
り

添
っ
た
活
動
を
丁
寧
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

利利根根町町

利
根
町
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

利
根
町
民
児
協
会
長

中
野

傳
功

下下妻妻市市

下
妻
市
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

下
妻
市
民
児
協
会
長

坂
野

徹
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こ
の
度
、
次
の
方
が
栄
え
あ
る
褒
章
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
褒

章

藍
綬
褒
章

安

正

機（
ひ
た
ち
な
か
市
）

平
成
３０
年
５
月
の
定
例
評
議
員
会
に
お

い
て
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が

あ
り
、
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
役

員

会

長

竹
内

昌
信
（
小
美
玉
市
）

副
会
長

佐
野

道
夫
（
土
浦
市
）

副
会
長

大
内

元
一
（
水
戸
市
）

副
会
長

安

正
機
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

理

事

宇
佐
美
�
郎
（
日
立
市
）

理

事

鈴
木

直
美
（
結
城
市
）

理

事

�
橋

章
夫
（
取
手
市
）

理

事

加
藤

護
（
那
珂
市
）

理

事

倉
持

嘉
男
（
坂
東
市
）

理

事

黒
田

伸
治
（
稲
敷
市
）

理

事

今
郡

利
夫
（
神
栖
市
）

理

事

中
野

篤
（
久
慈
郡
）

理

事

柴

義
則
（
茨
城
県
）

常
務
理
事

加
藤

祐
司

監

事

久
保
田
敏
雄
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

監

事

菅
谷
與
志
雄
（
鉾
田
市
）

監

事

井
坂

幸
子
（
那
珂
郡
）

平
成
３０
年
３
月
及
び
５
月
の
定
例
評
議

員
会
に
お
い
て
、
評
議
員
の
補
充
選
任
が

あ
り
、
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
評
議
員

﹇
坂
東
市
﹈
花
島
美
津
子

﹇
稲
敷
郡
﹈
篠
田

孝

﹇
潮
来
市
﹈
内
田

正
雄

●
県
保
健
福
祉
部
の
主
な
組
織
改
正

民
生
委
員
・
児
童
委
員
関
係

（
平
成
３０
年
４
月
１
日
）

福
祉
担
当
部
長
（
新
設
）

地
域
ケ
ア
推
進
課
（
旧
長
寿
福
祉
課
地

域
ケ
ア
推
進
室
）

健
康
長
寿
福
祉
課
（
旧
長
寿
福
祉
課
）

青
少
年
家
庭
課
（
旧
子
ど
も
家
庭
課
）

●
県
保
健
福
祉
部
の
人
事
異
動

民
生
委
員
・
児
童
委
員
関
係

（
平
成
３０
年
４
月
１
日
）（
敬
称
略
）

部

長

木
庭

愛
（
留
任
）

福
祉
担
当
部
長

関

清
一
（
新
任
）

次
長
兼
医
療
局
長

吉
添

裕
明
（
新
任
）

次

長

石
川

真
澄
（
新
任
）

子
ど
も
政
策
局
長

國
松

永
稔
（
新
任
）

厚
生
総
務
課
長

石
橋

秀
治
（
新
任
）

地
域
ケ
ア
推
進
課
長

森
田

達
也
（
新
任
）

福
祉
指
導
課
長

柴

義
則
（
新
任
）

健
康
長
寿
福
祉
課
長

杉
山

順
彦
（
留
任
）

障
害
福
祉
課
長

松
山

和
規
（
留
任
）

青
少
年
家
庭
課
長

下
山
田
義
弘
（
新
任
）

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
長

荒
井

正
徳
（
留
任
）

中
央
児
童
相
談
所
長

岡
田

崇
弘
（
留
任
）

土
浦
児
童
相
談
所
長

高
橋

活
夫
（
留
任
）

筑
西
児
童
相
談
所
長

川
和

幸
夫
（
留
任
）

●
お
知
ら
せ

平
成
３０
年
度
県
民
児
協
主
催
の

研
修
会
及
び
県
大
会
予
定

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
副
会
長
合
同
研
修
協
議
会

【
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域
】

６
月
２１
日
（
木
）
〜
２２
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

【
県
南
・
県
西
地
域
】

７
月
５
日
（
木
）
〜
６
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
教
室

【
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域
】

９
月
２０
日
（
木
）
〜
２１
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

【
県
南
・
県
西
地
域
】

１０
月
４
日
（
木
）
〜
５
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

○
主
任
児
童
委
員
研
修
会

【
県
内
全
域
】

７
月
２７
日
（
金
）

県
総
合
福
祉
会
館

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体
研
修
会

【
県
内
全
域
】

８
月
３１
日
（
金
）

県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

○
第
３７
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

１０
月
２６
日
（
金
）

県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

◎

祝

受

賞

役

員

紹

介

先
日
、
編
集
会
議
の
中
で
、
編
集
委
員

が
所
属
し
て
い
る
民
児
協
の
現
状
を
、
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
大
変
有
意
義
で
あ
っ

た
。民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
変
容
と

取
り
扱
う
事
案
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

中
で
、
町
内
会
（
自
治
会
）
や
、
子
ど
も

会
育
成
会
等
に
加
入
し
な
い
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
。
そ
ん
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
個
人
情
報
保
護
法
が
ら
み
で
十
分
な

情
報
が
得
ら
れ
ず
、
活
動
が
後
手
と
な
る

場
合
が
発
生
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

ひ
と
り
の
活
動
に
は
、
大
変
厳
し
い
も
の

を
感
じ
る
。

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
活
動
を
紡
い

で
い
く
た
め
に
は
、
行
政
や
関
連
団
体
、

特
に
町
内
会
（
自
治
会
）
と
、
今
ま
で
以

上
に
密
接
に
連
携
し
、
と
も
に
活
動
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。今

後
も
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相

手
と
な
れ
る
よ
う
日
々
研
鑽
し
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

編
集
委
員

伊
勢
重
憲
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